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あらまし  英作文や英会話の基礎となる中学英語の文を，既存の翻訳ソフトより高い品質で翻訳が可能である 

規則・用例融合型の日英翻訳エンジン Laurel(Ver.1)に翻訳過程を透明化・可視化する機能やインタラクティブな 

ユーザインタフェースなどを組み込んで，インターネット上で英語学習者が英作文や英会話を学習するのを支援 

する英作文・英会話学習支援システム(Ver.1)を開発した．本システムは，インターネットを利用した手軽な英作

文・英会話学習支援ツールとして幅広く利用されることが期待される． 
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Abstract  We have developed a learning support system for English composition and conversation using Japanese to 

English machine translation engine Laurel(ver.1). Laurel is hybrid machine translation system combining rule-based and 

example-based translation method. It is capable of translating Japanese sentence written in English textbook for junior high 

school students into English sentence with high-quality. We realized this learning support system by developing the 

user-interface between human and computer, and the function to make machine translation process transparent. This system 

will make it possible to provide such new Internet services as convenient learning support tool for English composition and 

conversation using machine translation system. 
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１．はじめに 

近年，経済活動をはじめとする諸活動の国際化・グローバ

ル化に伴って，コミュニケーションにおける言語の壁をいか

に克服するかが大きな課題となってきている．特に，事実上

の国際語である英語によるコミュニケーションの重要性がま

すます認識されるようになってきている．一部の有名企業に

おいて社内の公用語を英語とする動きや，2011 年 4 月から小

学校 5, 6 年生において英語が必修となることなどもその現れ

といえよう．小・中学校，高校，高専・短大・大学などの教

育機関で英語を学んでいる生徒・学生だけでなく，英語を基

礎から学び直したり，英会話を学習しようとしたりする一

般・社会人も含め，英語学習に関心をもち，取り組む人も増

加してきている．使いやすく有効な英語学習支援ツールがイ

ンターネットなどで手軽に使えれば，多くの人に幅広く利用

されることが期待される．もちろん，小・中学校，高校，高

専・短大・大学や塾・予備校での英語の授業での利用も期待

される． 

本稿では，英語で情報発信する英作文や英会話の学習用に

開発した，機械翻訳(日英翻訳)を積極的に利用した学習支援

システムについて述べる．日英機械翻訳に関しては，既に多

くの有料の翻訳ソフト，インターネット上で無料で使える翻

訳ソフトがある．しかし，英作文・英会話学習支援のために

利用するには，以下のようないくつかの問題点がある． 

１）既存の翻訳ソフトは，あらゆる分野に対応可能な汎用性

を目指したものが多いが，実際は翻訳需要が多く，ビジネス

としても成り立つ技術文やニュース速報などの分野向きのも

のが多い．しかし，このような分野の文は複雑な構造をもつ

長文が頻出するが，従来の日本語構文解析では係り受け単位

の正解率が 90%に達していても，係り受け数の多い長文では，

文単位でみた構文解析の精度は 30-40%台となってしまい，文

構造の大域的な把握が十分でなく，また文構造は意味と整合

性がよくないため，必ずしも良質な翻訳ができるわけではな



 

  
 

 

いという問題を抱えている． 

２）英作文や英会話の基礎となる中学英語の文は，構造が複

雑な長文は尐なく，構文解析上の困難さは回避できるにも関

わらず，既存の翻訳ソフトでは案外うまく翻訳できない．こ

れは，英語に翻訳しにくい，表現が多様で微妙なニュアンス

をもつ文や日本語的発想で書かれ日英間で文構成要素間の対

応がとれないこなれた日本語文が多いこと，および態，時制，

相(アスペクト)，様相，特殊構文，仮定法，同形語・多義語，

前置詞，冠詞，数，省略要素補完など文法的・意味的に細か

な点にも配慮して翻訳する必要があるためと考えられる． 

３）既存の翻訳ソフトでは，日英間でこなれた表現同士を直

接対応づける用例翻訳によって会話定型表現を翻訳している

とみられるが，用例翻訳ではカバーしきれない会話非定型表

現は翻訳できないことが多い． 

４）既存の翻訳ソフトでは，入力である原文と出力である訳

文だけしか外部から見えないブラックボックスと化している

ため，なぜそのような訳文が出力されたのか，翻訳過程でど

のような処理が行われ，どのような曖昧さが生じ，それをど

のように解消したかなどがわからない．英語学習者に対して，

翻訳過程を透明化・可視化し，翻訳過程で生ずる様々な曖昧

性を保持し，選択肢を提示・再試行する機能が望まれる． 

我々は，時枝誠記が提唱し，三浦つとむが発展的に継承し

た言語モデル[1-6]をベースに意味と親和性のある文構造を出

力する高度な日本語解析技術[7-14]とそれを支える言語知識

ＤＢ(文法，辞書，シソーラスなど)[15-25]などの自然言語処

理の基盤技術の研究に長年取り組んできた．このような高度

な日本語解析技術と日英間の発想の差を吸収する日本語書き

換え技術を統合して，英作文や英会話の基礎となる中学英語

の文がその典型である会話文を含む一般的分野の日本語文を

対象にして，意味・ニュアンスの差を可能な限り正しく表現

した自然な英語文に翻訳する，規則・用例融合型の日英翻訳

エンジン Laurel を自ら研究開発することによって，上記の問

題点を克服した．英作文・英会話学習支援システムのなかで

日英翻訳エンジン Laurel をどのように利用しているのか，ど

のようなユーザインタフェースを備えることによって英語学

習者にとって使いやすいシステムとしているのかなどについ

て述べ，今後，本システムをどのように発展させていくのか

などについてもふれる． 

 

２．日英翻訳エンジン Laurel 

２．１ 日英翻訳エンジン Laurel の研究開発状況 

現在，規則・用例融合型の日英翻訳エンジン Laurel の研究

開発を進めている．現時点で，単文・複文(埋め込み節を含む

文)・重文(従属節・並列節を含む文)・名詞句・複合名詞の基

本翻訳機能，会話基本表現の翻訳機能をもつ Ver.1 が完成した． 

今後，３つ以上の節をもつ重文，重複文(複文が重文化した

文)，複数の埋め込み節をもつ複文などの文構造が複雑な長文

の翻訳機能，複雑な名詞句・複合名詞の翻訳機能などを本翻

訳エンジンに，順次，組み込んでいく予定である．なお，現

在，高度な意味処理に必要な知識を効率的かつ的確に検索で

きる連想機能[22]と多くの分類観点をもった多次元シソーラ

ス[21]を融合した新しいシソーラスである連想型多次元シソ

ーラス[22]，および連想型多次元シソーラスと文脈を用いた

新しい意味解析の研究を進めている．今後，その研究成果を

本翻訳エンジンに組み込んで，より高度な多義解消，訳語選

択などを実現していく予定である． 

２．２ 日英翻訳エンジン Laurel の特徴 

１）意味と親和性のある文構造を出力する高精度日本語解析 

文構造の解析を行う構文解析は文の意味を正しく把握する

ために行うものであるから，構文解析には，解析結果に則っ

て意味がうまく説明できることが要求される．複雑な構造を

もつ日本語長文を文の意味解釈を容易にする，意味と整合性

のある構造に高精度に解析する構文解析が必要である．従来

の日本語構文解析では，構文解析の精度は係り受け単位で

90%前後に達しているが[26]，長文では文単位で 30-40%台に

とどまっており，文構造の大域的な把握が十分でないだけで

なく，文構造は意味と整合性がよくないため，良質な翻訳が

できない．意味と親和性のある文構造を出力する高精度な構

文解析によって長文の文単位でみた構文解析の精度は 75%前

後(係り受け単位で 98%前後)となり，より良質な翻訳が期待

できる[7,8]． 

本システムでは，文構造が意味と整合性が良いことで定評

のある時枝・三浦の言語モデルとそれに基づく文法体系[5]を

ベースとした意味と親和性のある文構造を出力する高精度な

日本語構文解析[7,8]を，一般的な構文解析の手法であるチャ

ート法を拡張した構造化チャートパーザ(Schart)[9]上に実現

している．また，入力文を単語の組み合わせに分割してその

品詞を決定する形態素解析は，構造化チャートパーザを用い，

構文解析の枞組みで動作する新方式[10,11]で，未知語（辞書

にない語）や複合語に強い頑健で高精度な日本語形態素解析

を実現し，構文解析の前処理の役割を演じている． 

２）日英間の発想の差を吸収する枞組みとしての日本語書き

換え機構 

英語的発想で書かれた直訳調日本語文は，英語に翻訳し易

いのに対して，日本語的発想で書かれたこなれた日本語表現

は英語に翻訳しにくい．多くの機械翻訳では，こなれた日本

語表現を直訳調の日本語文に人間が書き換える前編集を必要

とするものが多い．このような前編集を自動化し，こなれた

日本語表現を直訳調の日本語文に自動書き換えする日本語書

き換えにより，良質な翻訳が期待できる． 

本システムでは，構文解析により日本語文の大域的構造を

把握し，日英間で文構成要素間の対応がとれないこなれた日

本語表現を意味的に等価な英語に翻訳しやすい規格化された

日本語表現に自動変換する日本語書き換え機構を備えている． 

３）規則・用例融合型のハイブリッド翻訳方式 

会話定型表現，ことわざなどには日英間で文構成要素間の

対応がとれない非線形表現が頻出し，かつ日本語文も英語文

もこなれた表現となっていることが多い．名詞句，複合名詞，



 

  
 

 

単文にもこのようなものがある．このような場合，日本語書

き換え機構を用いるよりも，こなれた表現同士を日英間で直

接対応づける用例翻訳[27]が有効である． 

本エンジンは，パターンベースの規則翻訳と用例ベースの

用例翻訳を融合したハイブリッド翻訳方式となっており，こ

れにより用例翻訳ではカバーしきれない会話非定型表現にも

Laurel の規則翻訳機能を利用した高品質な会話文翻訳が可能

となっている． 

４）原文の意味・ニュアンスを可能な限り正しく表現した自

然な英語文に翻訳 

技術文など特定の分野は別として，ネイティブは基本語を

駆使して，文を書いたり，話をしたりする．最新の言語学の

成果である認知言語学的な考えによれば，どの言語でも基本

語は，幅広い語義・用法をもつ多義語であるが，多義語には

コアとなる基本的な語義があり，認知のしかた，すなわち物

事の捉え方が異なることによって，基本的な語義から様々な

語義が派生する[23,28]．入力文中の多義語の語義を判別し，

語義を介して日英間で基本語を対応づけることにより，ネイ

ティブ的発想の自然な英語文に訳出する良質な翻訳が期待で

きる[24]．本エンジンでは，入力文中の多義動詞や多義名詞

の語義をできるだけ正しく判別し，単文パターン，複文・重

文パターン[25]などを介して日本語文を英語基本動詞や句動

詞を駆使した英語文に翻訳すると共に，助詞・助動詞などの

機能語によって表現される話者・書き手の認識(判断・感情な

ど)を正しく把握し，それを目的言語である英語の基本語や前

置詞，冠詞などに対応づけることにより原文の意味・ニュア

ンスを可能な限り正しく表現した自然な英語文に翻訳するこ

とを可能としている． 

２．３ 日英翻訳エンジン Laurel(Ver.1)の翻訳品質 

英作文学習支援用として収録されている対訳例文のなかか

ら 50 の日本語文を Laurel(Ver.1)で翻訳した結果とインターネ

ット上で無料で利用でき，品質に定評のある翻訳ソフト(A 社，

B 社)で翻訳した結果との比較を付表に示す． 

既存の翻訳ソフトでは，疑問文(疑問詞あり，付加疑問)，

感嘆文，使役・受身，副助詞，は・が構文，比較構文，自由

格要素，埋め込み節のある文，仮定法表現，従属節のある文，

同形語・多義語などの翻訳に問題があることがわかる． 

 

３．英作文・英会話学習支援システム 

３．１ 英作文学習支援システムのユーザインタフェース 

英作文学習支援システムをどのように使って学習を行うの

か，例を用いて以下に述べる． 

１）システム使用開始時，以下のメニューが表示される． 

英作文学習支援｜英会話学習支援 

２）「英作文学習支援」をクリックすると，以下のメニューが

表示される． 

基本単文翻訳｜連体節を含む文の翻訳｜従属節・並列節を

含む文の翻訳｜基本名詞句翻訳｜基本複合名詞翻訳｜ 

ことわざ 

３）「基本単文」をクリックすると，以下のメニューが表示さ

れる． 

基本文型｜基本文種別｜時制｜相(アスペクト)｜態｜ 

様相｜特殊構文翻訳｜自由格要素の前置詞句への訳出｜ 

英文生成｜同形語・多義語の訳し分け 

４）「態」をクリックすると，以下のメニューが表示される． 

使役｜受身｜その他 

５）「受身」をクリックすると，以下のメニューが表示される． 

直接受動｜間接受動｜被役(使役＋受身)｜能動受動 

６）「直接受動」をクリックすると，本項目に関連する以下の

ような対訳例文が表示される． 

私が彼に叱られる。                      

I am scolded by him. 

アメリカでは英語が話されている。        

English is spoken in America. 

その事実はみんなに知られている。        

The fact is known to everybody. 

山頂は雪で覆われている。                

The mountaintop is covered with snow. 

この机は木で作られている。              

This desk is made of wood. 

ワインはぶどうから作られる。            

Wine is made from grapes. 

７）対訳例文の日本語文をそのまま翻訳(翻訳過程をみるた

め)，または一部語句を追加・修正のうえ翻訳する場合 

そのまま，または一部語句を追加・修正のうえ翻訳してみ

たい日本語文をクリックして，日本語入力欄に選択した日本

語文が入力されていることを確認のうえ，日本語入力欄中で

必要に応じて一部語句などの編集を行ったうえで「翻訳開始」

ボタンをクリックすると，翻訳が実行され訳文が翻訳結果欄

に出力される． 

８）翻訳したい文(48 文字以内)を自由入力する場合         

日本語入力欄に翻訳したい日本語文を入力し「翻訳開始」

ボタンをクリックすると，翻訳が実行され訳文が翻訳結果欄

に出力される． 

９）「翻訳過程出力」ボタンをクリックすると，新しいウイン

ドウが開き，翻訳過程が出力される(詳細は３．３参照)．こ

とわざ，会話定型表現など日英間でこなれた文表現同士を直

接対応づけた対訳用例によって文全体が翻訳された場合，翻

訳過程は出力されない． 

１０）「DB への保存」ボタンをクリックすると，日本語入力

文と訳文がＭｙＤＢへ書き込まれる． 

１１）「クリア」ボタンをクリックすると，日本語入力欄中の

入力済みの情報がクリアされる． 

１２）メニュー中の文法用語の解説 

マウスポインタがメニュー中の文法用語をポイントする際，

用語解説用の小さなウインドウを開き，「単文」「連体節」「従

属節」「並列節」「自由格要素」「態」「相(アスペクト)」「様

相」「直接受動」「間接受動」「能動受動」のような文法用語の



 

  
 

 

解説が参照できる． 

３．２ 英会話学習支援システムのユーザインタフェース 

英会話学習支援システムをどのように使って学習を行うの

か，例を用いて以下に述べる． 

１）システム使用開始時，以下のメニューが表示される． 

英作文学習支援｜英会話学習支援 

２）「英会話学習支援」をクリックすると，以下のメニューが

表示される． 

機能別会話表現｜場面別会話表現 

３）「機能別会話表現」をクリックすると，以下のメニューが

表示される． 

呼びかける｜あいさつする｜紹介する｜ 

相手への気持ちを表す｜自分の感情を表す｜－－－ 

４）「あいさつをする」をクリックすると，以下のメニューが

表示される． 

人に出会う｜近況を尋ねる｜別れる 

５）「別れる」をクリックすると，以下のメニューが表示され

る． 

いとまごいする｜人と別れる／常時｜人と別れる／午後

(夜)｜相手の幸運を祈る｜近く会うことを確認する｜久し

ぶりに再会した人と別れる｜知り合った人と別れる｜伝言

を伝える｜伝言を頼む｜出かける 

６）「伝言を頼む」をクリックすると，本項目に関連する以下

のような対訳例文が表示される． 

A:よろしくお伝えください。 

Please say hello to them for me. 

Please give them all my best. ｛Ｆ｝ 

  P(人名＋敬称・役職)によろしく(お伝えください)。 

 Please say hello to P(人名＋敬称・役職) for me. 

 Please give my best regards to P(人名＋敬称・役職). ｛Ｆ｝ 

  N(人/お父さん)によろしく(お伝えください)。 

 Please say hello to N(人/your father) for me. 

 Please give my best regards to N(人/your father). ｛Ｆ｝ 

B:はい、伝えておきます。 

 はい、伝えます。      

 Thank you, I will. 

凡例  N(人/お父さん)：「お父さん」のような「人」の意味を

もつ一般名詞，P(人名＋敬称・役職)：人名(姓，名，姓

＋名)に敬称または役職がついた固有名詞， 

  {Ｆ}：formal な表現，{Ｉ}：informal な表現， 

  Ａ，Ｂは話者Ａ，話者Ｂを表し，話者Ａの発話に対し

て話者Ｂが応答することを表している． 

７）対訳例文の日本語文の一部語句を追加・修正，またはＮ，

Ｐなどの変数部分に具体的な語句を代入し翻訳する場合 

一部語句を追加・修正したり，Ｎ，Ｐなどの変数部分に具

体的な語句を代入して翻訳してみたい日本語文をクリックし

て，日本語入力欄に選択した日本語文が入力されていること

を確認のうえ，日本語入力欄中で必要に応じて一部語句を追

加・修正したり代入したりするなどの編集を行ったうえで，

「翻訳開始」ボタンをクリックすると，翻訳が実行され訳文

が翻訳結果欄に出力される． 

８）翻訳したい文(48 文字以内)を自由入力する場合 

日本語入力欄に翻訳したい日本語文を入力し「翻訳開始」

ボタンをクリックすると，翻訳が実行され訳文が翻訳結果欄

に出力される． 

９）「DB への保存」ボタンをクリックすると，日本語入力文

と訳文が My DB へ書き込まれる． 

１０）「クリア」ボタンをクリックすると，日本語入力欄中の

入力済み情報がクリアされる． 

３．３ 翻訳過程の透明化・可視化 

重文翻訳を例にして，翻訳過程の透明化・可視化のために

どのような情報を出力するのか，以下に述べる． 

入力文「彼は風邪を引いたため、学校を休んだ。」が日本語

入力欄に入力されているとする． 

－翻訳過程出力開始－ 

・入力文の単語分割結果 

彼/は｜風邪/を｜引い/た/ため、学校/を｜休ん/だ/。 

・入力文の日本語書き換え結果 

彼/は｜風邪/を｜引い/た/ため、 

彼は｜学校/を｜休ん/だ/。 

・入力文(日本語書き換え後)の基本構造 

CL1  ため(原因理由)  CL2 

・節の翻訳結果 

CL1：彼/は｜風邪/を｜引いた。{時制:過去} 

    He caught a cold. 

CL2：彼/は｜学校/を｜休んだ。{時制:過去} 

    He was absent from school. 

・翻訳文の基本構造 

CL2 , because CL1. 

－翻訳過程出力終了－ 

以上の翻訳過程を経て翻訳結果「He was absent from school, 

because he caught a cold.」が出力される． 

３．４ 英作文・英会話学習支援システムの今後の展開 

一般に翻訳では複数通りの訳出が可能であり，３．３の入

力文例でも接続詞「since」「as」などを用いた訳文，無生物主

語をたてて全体を単文化した訳文などが考えられる．このよ

うな変換・生成過程で生じる構文・訳語の曖昧性の他に，文

解析過程では様々な統語的・意味的曖昧性が生じる．このよ

うな様々な曖昧性を保持し，必要に応じてその選択肢と選択

基準を提示し，ユーザの選択により別な訳文を出力する機能

も英語学習者にとって有益である．今後，このような機能も

検討して，本システムに組み込んでいく予定である．また，

英語文音声出力機能を組み込んで翻訳文を読み上げる機能を

実現すること，英語学習者が犯しやすい翻訳誤り例を収集・

データベース化して利用すること，英日機械翻訳の利用など

についても検討していきたい． 

なお，本システムのアドバンス版として，技術英語など理

系英語やビジネス英語向きの英作文・英会話学習支援システ



 

  
 

 

ムにも取り組んでみたいと考えている． 

４．おわりに 

このたび開発した英作文・英会話学習支援システムを，小・

中学校，高校，高専・短大・大学，塾・予備校などの英語の

授業での英語学習支援ツールとしての利用だけでなく，英語

を学んでいる生徒・学生，英語を基礎から学び直したり，英

会話を学習しようとしたりする一般・社会人のような個人に

も手軽で安価な英作文・英会話学習支援ツールとして幅広く

利用してもらうため，個人・小規模機関向けにはラングテッ

ク社内に設置されるサーバによるインターネットサービスで，

大規模機関向けには当該機関内に設置されるアプライアンス

サーバを LAN やイントラネットを介して利用する形態での

提供とすることを考えている． 

今後，本システムを多くの人に実際に使ってもらい，ユー

ザの意見を集約して，ユーザインタフェースの改良，より使

いやすい機能の導入などを進め，より良い英作文・英会話学

習支援システムとしていきたい． 
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　　　　　　　　　付表  翻訳結果の比較

項目 試験文 Laurel Ａ社 Ｂ社

疑問詞あり
疑問文

彼はその３冊のうちどの本が好きです
か。

Which of three books does he like? Which book of three does he like? Which book does he like among the
three.

このトンネルの長さはどれくらいありま

すか。

How long is this tunnel? How much length of this tunnel is

there?

How much length of this tunnel are

there?

このトンネルはどれくらいの長さがあり

ますか。

How long is this tunnel? How much length does this tunnel

have ?

How much length does this tunnel

have?

付加疑問文 その少年は犬が好きですよね。 The boy likes dogs, doesn't he? The boy likes dogs. The boy likes a dog.

その少女は犬が好きでないですよね。 The girls doesn't like dogs, does she? The girl doesn't like dogs. The girls does not like a dog.

感嘆文 これはなんて大きいりんごなんだ。 What a big apple this is! What large apple this is! This is a very large apple.

このりんごは何て大きいのだろう。 How big this apple is! How large this apple is! Probably, this apple will be very large.

使役 私が彼を走らせる。 I make him run. I have him run. I run him.

私が彼に走らせる。 I let him run. I have him run. I run to him.

私が彼に走ってもらう。 I get him to run. He runs for me. I get him to run.

受身 私が彼に叱られる。 I am scolded by him. I am scolded by him. I am scolded by him.

私が彼に走られる。 I have him run. He runs on me. I can run to him.

彼が私に走らせられる。 He is made to run by me. He is made to run by me. He is run by me.

副助詞 鳥は飛ぶ。 Birds fly. The bird flies. A bird flies.

鳥が飛ぶ。 A bird flies. The bird flies. A bird flies.

は・が構文 彼女は髪が長い。 She has long hair. She is long-haired. Her hair is long.

私はこの本が面白い。 This book is interesting to me. This book of me is interesting. This book of me is interesting.

存在構文 丘の上に家がある。 There is a house on the hill. There is a house on the hill. A house is on a hill.

その家は丘の上にある。 The house is on the hill. The house sits on a hill. The house exists on a hill.

比較構文 彼は彼女と同じくらい背が高い。 He is as tall as she. He is as tall as her. He is tall like her.

彼は彼女と同じくらい多くの本を持って

いる。

He has as many books as she. He has the sight of books as much

as her.

He has many books like her.

彼は彼女の５倍多くの本を持っている。 He has five times as many books as

she.

He has five time her sight of books. him--her--it has many books 5

times.

彼は彼女よりたくさんの本を持ってい

る。

He has more books than she. He has a lot of books from her. He has more books than she.

彼は私達のクラスのほかのどの少年
より背が高い。

He is taller than any other boy in our
class.

He is taller than the boy with the
throat besides our class.

He is taller than any of other boys of
our class.

知れば知るほど、私は彼が好きにな
る。

The better I know him, the more I like
him.

The more it knows, I come to like him. The more it gets to know, the more I
take to him.

自由格要素 彼は日本からアメリカに行った。 He went from Japan to America. He went from Japan to the United
States.

He went to the United States from
Japan.

彼は駅から電車に乗った。 He got on a train at the station. He took a streetcar from the station. He took the train from the station.

彼はドアから部屋に入った。 He entered the room through a door. He entered the room from the door. He went into the room from the door.

ワインはぶどうから作られる。 Wine is made from grapes. Wine is made from the grape. Wine is made from a grape.

この机は木で作られている。 This desk is made of wood. This desk is made from the tree. This desk is made from wood.

数量表現 この穴は深さ２メートルある。 This hole is 2m deep. These two-meter in depth holes exist. This hole exists a depth of 2m.

この穴の深さは２メートルある。 This hole is 2m deep. There is two-meter depth of this hole. The depth of this hole is 2m.

埋め込み節の
ある文

どちらを選べばいいのかわからない。 I don't know which to choose. Whether goodness is not understood.
Which can be chosen.

Which can be chosen and it does not
understand in that which buy and is.

どんな本を選べばいいか教えてくださ
い。

Tell me what book to choose. Please teach what kind of book only
has to be chosen.

Please let me know what kind of book
should be chosen.

この人は私が名前を思い出せない男
の人です。

This is the man whose name I can't
remember.

For this person, I am a man who
cannot recall the name.

This man is a man as whom I cannot
remember a name.

あなたが来る時間を教えて下さい。 Tell me the time when you will come. Please teach the time of which you

come.

Please let me know the time when

you come.

赤い服を着た少女は私の妹です。 The girl in a red dress is my sister. The girl who put on red clothes is my
younger sister.

The girl who wore red dress is my
younger sister.

仮定法表現 鳥であればよいのになあ。 I wish I were a bird. It only has to be a bird. What is necessary is just a bird.

もし私がたくさんのお金を持っていれ

ば、この家を買うことができるのに。

If I had much more money, I could buy

this house.

If I have the slathers of money, this

house can be bought.

You can buy this house, if I have

much money.

もし私がお金持ちだったら、この家を買
うことができたのに。

If I had been rich, I could have bought
this house.

The house were able to have been
bought at that time if I were rich.

If I was rich, he was able to buy a
house at that time.

従属節のある文 彼は風邪を引いたため、学校を休ん
だ。

He was absent from school, because
he caught a cold.

It stopped away from school because
he had caught a cold.

Since he caught a cold, he was
absent from the school.

彼は背広を脱ぎ、ハンガーに掛けた。 He took off a suit, and he hung a suit

on a hanger.

He took off the suit, and multiplied by

the suspender.

He removed the suit and hung on the

hanger.

彼が背広を脱ぎ、ハンガーに掛けた。 He took off a suit, and I hung a suit
on a hanger.

He took off the suit, and multiplied by
the suspender.

He removed the suit and hung on the
hanger.

彼はバスに乗って学校に行った。 He went to school by bus. He went to the school by bus. He took the bus and went to school.

同形語・多義語 彼は木の枝を折った。 He broke a branch. He broke his tree branch. He folded the wooden branch.

彼は木の机を買った。 He bought a wooden desk. He bought the desk made of wood. He bought the wooden desk.

彼は田中一君です。 He is Mr. Hajime Tanaka. He is Herr Tanaka 1. He is Mr. Tanaka 1.

彼女は田中時代さんです。 She is Ms. Tokiyo Tanaka. She is Mr. Tanaka age. She is the Tanaka era.


